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私を支えてくれたスポーツに“恩返し”したい。これが、ボランティアへ興味を持った、ひとつのきっかけでした。ただ、在職中は、なかなか自分の時間が

持てず、ボランティア活動が非常に盛んな地域にいながら、何もしていない自分に引け目を感じるとともに、恥ずかしさも覚えていました。また、ボランティ

アを通して、とてもいい人間関係を構築しているみなさんをうらやましく思っており、なんとなく、ボランティアのみなさんが、いつも気になる存在でした。 

そもそも、自分の勉強のために留学したスペインでしたが、留学当初、男子バスケットボールの世界選手権が、日本で初めて行われることが決まってお

り、自国にバスケットボールを普及させるために何かできないかと考え、ホームステイ先であるサラマンカという地方都市で、女子クラブのボール拾いやスト

レッチの手伝いを始めたのが、ボランティアへの第一歩でした。バスケットボールで使う単語をすべて書き出し、それをスペイン語にする。私の先生は、高

校年代の女子選手達でした。「ブエナ デフェンサ！！！」ナイスディフェンスの意味ですが、普段は攻撃的な選手が褒められがちですが、私自身のバス

ケットボールの理論が「いい攻撃はいい守備から始まる」とのことから、自然と選手への声掛けも守備に関するものが多く、いつもは目立たない守備的な選

手でも、遥かかなたから来た見知らぬアジア人が掛ける賞賛の言葉に、笑顔を見せることもしばしばでした。 

２００６年春、男女バスケットボールの日本代表がスペイン遠征へ。元男子監督のジェリコさんがスペインでプレーしていた経緯もあり、この遠征が実現し

たのですが、そこで、通訳をさせて頂いたのが縁となって、その年に行われた男子世界選手権では、スペイン代表のチームアタッシュ（大会主催者とチー

ムを結ぶ通訳兼マネージャー）として一時帰国。世界一を経験できました。また、非常にホスピタリー精神に富んだ日本のボランティアさんとの出会いもあ

り、そこでも、縁の下の力持ちであるボランティアの方々の活躍ぶりに感謝・感謝でした。 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ ２００６年男子バスケ世界選手権～赤いＴシャツがスペイン代表付きのボランティア  ◆２００７年ヨーロッパ選手権のメディアルームにて 

それから、１年。世界一になったスペイン代表にとっては、さらに、バスケットボール熱を国内に広めるチャンスがやってきました。ヨーロッパ選手権です

かねてから、完全帰国のタイミングを伺っていた私は、その大会で、バスケットボールに、そして、私の第二の故郷と言っても過言ではない、この国スペイ

ンに何か恩返しをしてから日本に戻ろうと決めました。それが、ヨーロッパ選手権でのボランティア活動でした。ヨーロッパのバスケットボール界では、世界

選手権やオリンピックを制するよりも、ヨーロッパで勝つことの方が難しく、価値があると言われています。まさに、スペイン代表にとっては、地元で、初のヨ

ーロッパチャンピオンを勝ち得て、国中を熱狂の渦に巻きこむ絶好の機会でした。しかし、あまりにも劇的すぎる悲しい幕切れで“涙”の銀メダル。前年の

世界選手権に出場すらしていなかったロシアに逆転負けを喫し、幕を降ろしました。最後は、スペインのエース・アメリカＮＢＡでも活躍するパウ選手のシュ

ートがリングに嫌われ、セ・アカボ！（終了）。誤解を恐れずに言うなら、前年に、世界一の雰囲気を経験した私には、大きく２つの敗因があると思いました。

１つ目。ラテンのお国柄からか、危機管理能力に欠け、日本では、あんなにバスケットボールに集中して臨めていた環境から一転、チームに、いや、国に

気の緩みがあったこと。地元開催ということから、言葉が通じることで、大会が始まる前から、初の栄冠へなどとメディアもあおり、選手の家族はホテルに入

り浸り、選手も外出自由で、戦う雰囲気が欠けていたこと。なんとなく、大会が始まり、調子が上がらないまま、なんとなく大会が終わったように思います。も

ちろん、ロシアの気迫に圧倒されていただけでなく、残念ながら、戦い方も研究されていました。そして、それは、大会運営にも見て取れました。それが、

私が考える敗因の二つ目です。ボランティアのホスピタリティー精神の希薄さです。普段、私は、人と言い争いをすることが好きではありませんが、実は、

大会中、幾度となく、ボランティア仲間と激しくぶつかりました。あまりにも、無責任に行動するボランティアに腹立たしさを通り越して、悲しくて人目もはば

からず、涙してしまったこともありました。スペインでは、ボランティアという行為は誰かのためにとか、自主的に支えるというものではなく、とくに、スポーツボ

ランティアは、タダで試合を見られる絶好のチャンスなのです。大会前のボランティア研修会でも、書類選考を経た、ごくごく限られたボランティアが参加し

ていたにもかかわらず、軒並み出された質問が、「試合は見られますか？」「選手との交流の場はありますか？」など、耳を疑いたくなるようなものばかり。

日本ではあり得ない、もしかしたら、聞きたくても聞けないのか、日本には、暗黙の高く保たれた“ボランティアモラル”があるからかもしれません。私は、大

会前から「スペイン代表には、集中してバスケットボールに臨んで欲しい、試合に向き合って欲しい」と思っていました。なぜなら、サッカーの国・スペインで、
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他のスポーツの魅力、今回の場合はバスケットボールですが、より多くの国民に伝えることができると思ったからです。しかし、それを支えるべきボランティ

アの多くが、試合を見るために、持ち場を離れ、試合に熱狂する。同じバスケットを愛する者として、心情は分かるものの、その傍若無人な行動には、理解

に苦しみました。そこで、私は、自分の担当の時間が過ぎても、スペイン代表戦がある時は、その場に残り、ボランティアがいなくなるマスメディアルームで、

その対応に当たりました。なぜなら、スペイン戦に関係のない他国のメディアが仕事をしているだけでなく、各々が自分の仕事を全うすることで、スペイン

代表の勝利はもちろん、大会の成功をも手にすることができると思ったからです。ボランティア仲間が私に聞きます。「あなたは、世界選手権で、スペイン

代表のチームアタッシュをしたんでしょ？試合を見たくないの？応援しないの？」と。もちろん、スペイン代表の勝利は、人一倍望んでいました。しかし、そ

の時の私の答えは、「ＮＯ！」でした。「なぜなら、私は、ボランティアとして、スペイン代表が試合に集中できるために、ひいては、大会の成功のために来

たから」と。みなが言い返して来ました。「言いたいことは分かるけど、所詮、ボランティアなんだから、自分も楽しまなきゃ、損よ」。文字通り、ボランティアと

は、自由意志で成り立つ奉仕の行為ですが、国も変わればなんとかで、その意味合いも価値も変わってきます。スペインのスポーツボランティアの多くは、

平日でも時間の融通がきく大学生が中心で、若さいっぱい、パワーがあります。そして、無償ではありますが、ボランティアをする“旨味”が満載です。食事

が支給されるだけでなく、試合観戦も原則可能、おそろいのＴシャツ等、ボランティアグッズも非常に豊富なのです。陸続きのヨーロッパでは、国を越えて

ボランティアをしている人が多くいます。人の交わりが多いことから、語学ボランティアをしている人も多くいます。私のボランティア仲間の中には、アテネ五

輪に仕事を休んで行った人もおり、すでに、北京に向け、ボランティアの申し込みをどうしようか？と話している人達もいました。もちろん、中には、純粋な

奉仕の精神を持ち、責任を全うすべく、目の下にクマを作って走り回っているボランティアもいました。３０人ほどの私の部署では、私が見た限り、そうした

志を持つ仲間は、わずか２名でしたが（苦笑）。 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 働き者のマイテ。なんと、彼女、サッカーＦＣバルセロナでプレーする       ◆ レアル・マドリードに在籍するスペイン代表の２選手と 

    スペイン代表・イニエスタ選手のいとこ 

スペインで学んだこと。「人はそれぞれ違うこと」です。ボランティア活動を通して、一部のスペイン人の無責任さを目の当たりにしましたが、私には欠け

ている“今を楽しむ”ということを教えてもらった気がします。なぜなら、彼らの顔は、いつも笑顔で満ちあふれていたからです。みなさんの周りには、眉間に

しわを寄せている人が多くありませんか？「人は、もともと違う」ことを理解していれば、例え、意見が違っても、そういう考え方もあるのだなと、少しばかり、

広く世の中を見ることができ、例え、いらついても、その人の人格までをも否定することはなくなるのではないでしょうか？バルセロナで、１０年以上会社経

営をしている日本人女性社長の口ぐせです。「スペイン人は、友達に持つにはいいけど、ビジネスの相手にはしたくない。だって、約束を守らないから。」

国民性の違いから、一緒に、何かをする難しさを言っているのかもしれません。 

ヨーロッパ選手権中のマスコミ控え室での出来事です。部屋には、メディアが作業をするための白い机がたくさん並べられていましたが、いつも数ヶ所、

コーヒー染みで、机がベタベタ、カップの跡と思われる丸い円ができていました。「私だったら、こんな汚い机で、朝一番に来て、仕事なんてしたくない！」

と思ったので、ラウンジから濡れ雑巾を借りて、机拭きを始めました。そこで、また、ボランティア仲間がひとこと。「それは、YUKOの仕事じゃないでしょ？あ

んまり働くと、掃除の人の仕事がなくなって、首にされちゃうから、その人達の仕事を取っちゃダメだよ。」。目が点の私。しかし、スペインでも、失業問題は

大きな国の課題です。私は、会場の掃除のおばさんを探すことにしました。そして、「毎朝８時半には、メディアが入ってくるから、その前に、まず、机を拭き

に来てください。」と頼みました。「あら～、汚いわね。これじゃ、置いた紙も濡れちゃうわ。」などと、翌朝までは調子良く、掃除に来たものの、それ以降は一

切、姿なし。日本の国の“きれいさ”は世界でも胸を張れること。そして、人への思いやり・察しも、日本人の大きな特徴・長所だと思います。私は、日本とい

う国を離れ、生活してみて初めて、日本という国のすばらしさ、そして、日本人としてのアイデンティティーを持ちました。一方で、改めて、「人は違うもの」と

いう視点に立つと、「人の立場に立って考える」ということの難しさも感じました。なぜなら、所詮、人は違うのですから、どんなに、その人の立場に立とうと思

っても立てないからです。しかし、ひとつのことを多くの人で行う場合、せめて、同じ方向を向き、そして、人への尊敬・配慮を持つ、そういう“姿勢”だけは

共有したいものです。 

 今でも、スペインに戻りたいなと思うことがよくあります。あまり気を使わず、楽だからです。一方で、この先、スペイン人と何かで競う時があったら、絶対、

負けたくないと思います。なぜなら、日本人の、スペイン人より優れている点を知ったからです。そういった日本人としての自我や愛国心が、この国をさらに

世界の舞台で活躍させ、日本という国の強みを世界に知らしめることができるのではないかと考えます。 

 スペインでのボランティア活動から学んだこと。それは、「私は、やっぱり、“日本人”だ」という“誇り”なのかもしれません。 

（注）決して、すべてのスペイン人が怠惰という訳ではありませんので、ご理解を。                岩瀬 裕子 （元ミヤギテレビ・アナウンサー） 
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楽しむことからサポートしたい ～ Ａｌｉａｎｃｅ２００２（新潟） 

 Ａｌｌｉａｎｃｅ２００２（アライアンス：連繋）の誕生の経緯は２００２年のサッカー日韓ワールドカップの前にさかのぼります。当初アジア初とし

て予定されていた日本開催がＦＩＦＡ内部の事情を反映して韓国との共催と決まった１９９６年６月を受けて、国内では１０ケ所の会場を選

定することになりました。スタジアムの規模や利便性・そして地域バランスなどを背景として大分・埼玉・横浜・札幌・静岡・大阪が内定し、

残る４ケ所を東北では青森と宮城が、関東では千葉と茨城が、関西では京都と神戸が争い、それぞれ「宮城・茨城・神戸」に決まるので

す。そこで最期まで争ったのが愛知と新潟で結果新潟決定は最大の波乱といわれました。当時新潟では社会人チームとしてのアルビレ

オ新潟が活動を開始したばかりであり、既に名古屋グランパスがあり人口密度や企業のサポートの面でも愛知有利とみられていたからで

す。一方、圧倒的不利の状況から日本海側で唯一のワールドカップの開催地となった新潟はこれを契機として、スポーツでの地域振興

に積極的に取り組むことになったのです。 

 

 まず、アルビレックス新潟（１９９７年アルビレオ新潟から改称）は１９９８年にＪＦＬに昇格し、翌１９９９年からはＪ２に参戦します。当時、ワー

ルドカップ開催地にはその会場をホームとするＪクラブがあることは当然という雰囲気があり、多くの自治体にも２００２年まではチームを財

政面も含めてサポートする、という姿勢が感じられました。それは、２００２年を過ぎれば支援しない、というメッセージとも受けとられホーム

チームを支援する人々の中に危機感を生んでもいました。 

 

 Ａｌｌｉａｎｃｅ２００２（以下、アライアンス）が誕生したのは、１９９８年３月であり、まさにワールドカップの開催が決まり２００２年に向けて全国

各地でさまざまな動きが始まろうという時期でした。現在の代表である金子さんに誕生の経緯を聞くと「２００２年にワールドカップが新潟で

開催され、アルビレックス新潟の誕生をうけてサッカーの楽しさ、ワールドカップの魅力を多くの市民に知ってほしかった」といいます。ま

た、ワールドカップ後のアライアンスの役割をホームページ上では「サッカーという世界の共通語であるスポーツを、ワールドカップの行わ

れたこの新潟に残していくことを目指して活動する」とし、そのために「観る(応援する)」「蹴る」「語る」そして当事者として「参加する」ため

のコンテンツを提供するとしています。具体的には、過去においてはワールドカップと連動したイベント(ＣＰサッカー大会やシンポジウム

など)の開催・サポート、継続的なものとして誰もが参加できるミニサッカークラブ(もくはちクラブ)の運営や新潟関連のサッカー情報の発

信を行っており、アルビレックス新潟のゲーム運営(ボランティア)活動にも積極的に参加してきました。市民中心の組織を長く運営してい

くことは人的・財政的な面からも大変なことです。しかしアライアンスでは中核事業として位置づけられる「もくはちクラブ」(毎週２回開催)

には平均４０人以上が参加し交流を深めており、既にアルビレックス新潟や新潟レディースの選手が育つなどの実績もあげています。ま

た、ホームページで発信しているサッカー情報も２００１年８月から一日も休まずに提供、その地道な取り組みは驚嘆に値します。 

 

 ２００２年のワールドカップの翌年、サッカーのアルビレックス新潟はＪ２で優勝しＪ１昇格を決め、席数４２，３００人のビックスワンを埋め尽

くすその応援風景は全国のクラブの羨望の的となります。また、サッカーだけでなく、２００４年のウィンタースポーツの「チームアルビレック

ス新潟」の設立をはじめ、２００５年にはプロバスケットボールｂｊリーグの「新潟アルビレックスＢＢ」、陸上の「新潟アルビレックスランニング

クラブ」、２００６年には野球の独立リーグであるＢＣリーグに参加する「新潟アルビレックスベースボールクラブ」が次々に誕生し、高いレベ

ルのスポーツを観戦し、応援に参加する環境が整うとともに、全ての競技においてこどもの段階からの育成の取り組みが始まっているの

です。反面、選択肢の広がりは限られた地域においてスポーツ愛好者やボランティアを奪い合うリスクも生じており、現実にサッカーのボ

ランティアは減少傾向にあります。チームがＪ１に昇格して５シーズン目を迎え、ワールドカップ以前のような危機感はなくなりつつあります。

そこにあることが当然、という意識はある種の無関心にもつながりかねません。「ホームチームをサポートすることの意味や価値を多くの人

に知ってもらいたい」金子さんの声には先を見越した危機感があります。 

 

 アライアンスの活動の中心はあくまでサッカーであり、その核としてアルビレックス新潟のサポートは重要なものとなっています。このため

ホームページの中で本年の活動計画に「地域リーグ戦（４０歳以上の壮年プレーヤーで構成されるチームによるリーグ戦）の開催」「もくは

ちクラブの運営」「新潟サッカー情報の提供」があることは堅実な取組みといえます。しかし、それだけでは危機感を解消するだけの広が

りを作ることは困難です。このためスポーツボランティアに興味を感じてもらうための「シンポジウムの企画」や、「各種大会（全国各地のワ

ールドカップボランティアのフットサル大会や全国豊かな海づくり大会）の運営支援」を行い、更に新潟で活動するスポーツイベントの運

営主体や行政関係者、商工会などと連携して「スポーツでもっと幸せなまちになるための懇談会」を立ち上げるともに、２００９年には全国

のＪリーグクラブのある地域でホームタウン活動に関わっている人々が集まる「全国ホームタウンサミット」の新潟開催に向けての体制作り

がスタートしています。実に多様で息の長い活動ですがその目標が達成できたとき多種目・多世代が関わる総合型のひとつの姿が見え

てくるように思います。 

 

「楽しみましょう、何か目標を持ちましょう。そして、ちょっと疲れたら休んで、リフレッシュしてから再開しましょう」、金子さんの全国のスポー

ツボランティアへのメッセージはそのままアライアンスのモットーであるのかもしれません。 

このページはさまざまなスポーツボランティアの活動情報を掲載しています。 【 サッカー/新潟 】 




